
國學院大學学術情報リポジトリ

Sentence Final Particle and Interjectory Particle
“Ya" in Early Middle Japanese

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2023-02-05

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: Tomioka, Kota

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/00000657URL



中古和文の終助詞・間投助詞「や」─ 59 ─

一　

本
論
文
の
目
的

　

中
古
和
文
の
、
い
わ
ゆ
る
詠
嘆
の
助
詞
「
や
」
は
、
終
助
詞
と
も
間
投

助
詞
と
も
呼
ば
れ
、様
々
な
品
詞
に
後
接
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。次
の（
１
）

は
、形
容
詞
の
終
止
形
に
、（
２
）は
感
動
詞「
い
で
」お
よ
び
助
動
詞「
ず
」

の
連
体
形
「
ぬ
」
に
「
や
」
が
後
接
し
た
例
で
あ
る
。

（
１
）「
あ
は
れ
、
い
と
寒
し
や
」〈
源
氏
物
語
・
夕
顔
・
①
一
五
五
頁
〉

（
２
） 「
い
で
や
、を
こ
が
ま
し
き
こ
と
も
、え
ぞ
聞
こ
え
さ
せ
ぬ
や
。

…
…
」〈
源
氏
物
語
・
藤
袴
・
③
三
四
〇
頁
〉

中
古
和
文
の
終
助
詞
・
間
投
助
詞
「
や
」

富
岡
宏
太

「
や
」
の
、
助
詞
と
し
て
の
位
置
づ
け
や
意
味
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で

な
い
部
分
も
多
い
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
ま
ず
、
文
中
の
「
や
」
の

例
が
僅
少
で
、
機
能
の
面
で
も
、
文
末
の
「
や
」
と
大
き
く
異
な
る
こ
と

を
指
摘
し
、
前
者
を
間
投
助
詞
、
後
者
を
終
助
詞
と
呼
ぶ
こ
と
を
提
案
す

る
。
次
に
、
検
討
に
十
分
な
例
数
が
見
ら
れ
る
終
助
詞
「
や
」
に
注
目
し

て
、
そ
の
特
徴
を
、
統
語
的
側
面
や
使
用
場
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
そ

の
う
え
で
、
終
助
詞
「
や
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。
な
お
、
用
例
の

引
用
文
中
の
〔　

〕
は
話
し
手
と
聞
き
手
と
を
、《　

》
は
心
内
文
で
あ

る
こ
と
を
、（　

）
は
補
足
説
明
を
示
す
た
め
、
筆
者
が
付
し
た
。
引
用

部
末
の
〈　

〉
内
は
、
出
典
、
巻
名
（
数
）、
使
用
テ
キ
ス
ト
の
頁
数
で
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あ
る
。

二　

議
論
の
た
め
の
前
提

二
・
一　

先
行
研
究

　
「
や
」
の
用
法
や
意
味
に
つ
い
て
扱
っ
た
先
行
研
究
は
多
数
あ
る
が
、

一
つ
の
間
投
助
詞
が
文
中
・
文
末
の
両
用
法
を
持
つ
の
か
、
間
投
助
詞
と

終
助
詞
と
で
区
別
す
べ
き
か
、
積
極
的
に
論
じ
た
も
の
は
な
い
。
此
島
正

年
（
一
九
七
三
）
の
よ
う
に
、
文
中
・
文
末
の
「
や
」
を
間
投
助
詞
と
し

て
一
括
り
に
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
両
者
を
同
一
の
助
詞
と
し
て

よ
い
か
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　

ま
た
、
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
本
論
文
で
は
間
投
助
詞
と
終
助
詞
と

を
区
別
す
る
立
場
を
と
る
が
、
そ
の
際
、
多
数
の
例
が
見
ら
れ
る
終
助
詞

「
や
」
の
用
法
や
意
味
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
主
な
関
心

は
、
そ
れ
が
詠
嘆
と
疑
問
の
ど
ち
ら
を
表
す
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
（
岡

崎
正
継（
一
九
九
六
）、近
藤
要
司（
二
〇
一
九
）、富
岡
宏
太（
二
〇
二
〇
）

な
ど
）。
そ
の
た
め
、
終
助
詞
「
や
」
が
表
す
意
味
ま
で
詳
し
く
論
じ
た

も
の
は
、ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。わ
ず
か
に
、近
藤
要
司（
二
〇
一
九
）、

富
岡
宏
太
（
二
〇
一
四
b
）
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
両
者
と
も
に
、
体
言

に
後
接
す
る
「
や
」
の
分
析
に
議
論
が
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
品
詞

に
後
接
す
る
「
や
」
に
つ
い
て
は
、
付
随
す
る
議
論
と
し
て
述
べ
ら
れ
て

い
る
。「
や
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
よ
り
細
や
か
な
調
査
考

察
が
必
要
と
な
る
。

二
・
二　

調
査
方
法

　

本
論
文
で
は
、
中
古
和
文
の
一
一
作
品
（
竹
取
物
語
、
伊
勢
物
語
、
土

左
日
記
、
大
和
物
語
、
平
中
物
語
、
落
窪
物
語
、
枕
草
子
、
源
氏
物
語
、

和
泉
式
部
日
記
、
紫
式
部
日
記
、
堤
中
納
言
物
語
）
の
散
文
部
分
に
見
ら

れ
る
詠
嘆
の
「
や
」
の
例
を
調
査
し
た
。
ま
ず
、
国
立
国
語
研
究
所
の
「
日

本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
平
安
時
代
篇
」
を
使
用
し
て
、
品
詞
─
大
分
類
─
を

「
助
詞
」
と
し
、
語
彙
素
を
「
や
」
と
し
て
検
索
を
行
っ
た
。
こ
の
中
か

ら
、
韻
文
の
例
や
会
話
文
中
の
和
歌
引
用
の
例
を
除
外
し
た
。
韻
文
の
例

を
除
く
の
は
、
連
体
修
飾
句
─
被
修
飾
句
間
に
「
や
」
が
現
れ
る
（
３
）

の
よ
う
な
例
が
、
韻
文
に
は
一
定
数
見
ら
れ
る
が
散
文
に
は
見
ら
れ
な
い

な
ど
、
助
詞
の
使
用
傾
向
に
差
異
が
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

（
３
） 

郭
公
鳴
く
や
五
月
の
あ
や
め
ぐ
さ
あ
や
め
も
知
ら
ぬ
恋
も
す

る
か
な
（
古
今
集
・
四
六
九
番
）

　

そ
の
う
え
で
、
目
視
で
確
認
し
な
が
ら
、
疑
問
の
例
や
並
列
の
例
を
除

外
す
る
。
さ
ら
に
、「
ぞ
や
」
な
ど
、
他
の
助
詞
が
承
接
す
る
例
も
、
複

数
の
助
詞
が
承
接
す
る
こ
と
で
、特
殊
な
用
法
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
た
め
、
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除
外
す
る
。
た
と
え
ば
、「
や
」
は
文
中
用
法
の
例
が
僅
少
で
あ
る
が
、「
ぞ

や
」
に
は
そ
の
よ
う
な
特
徴
は
な
い
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
た
だ
し
、
禁

止
の
「
そ
」
は
、
単
独
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
な
く
、「
な
─
そ
」

と
い
う
構
文
で
禁
止
文
を
構
成
す
る
た
め
、
命
令
文
を
構
成
す
る
活
用
語

命
令
形
と
類
似
の
位
置
づ
け
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
に
後
接
し

た
「
や
」
は
対
象
と
し
た
。

　

加
え
て
、
次
の
（
４
）
の
「
ま
こ
と
や
」
も
、
全
体
で
「
そ
う
い
え
ば
」

と
か
「
そ
う
そ
う
」
と
い
っ
た
、
話
題
転
換
機
能
を
果
た
し
て
い
る
た
め

除
外
し
た
。

（
４
） 

ま
こ
と
や
、
檜
隈
川
は
渡
る
と
は
見
し
、
富
小
路
殿
の
右
大

臣
殿
の
方
に
、
い
ひ
た
る
ぞ
。〈
平
中
物
語
・
三
十
九
段
・

五
三
二
頁
〉

以
上
の
よ
う
に
す
る
と
、
例
数
は
七
二
四
例
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
対
象
に

考
察
を
進
め
る
。

三　

文
中
の
「
や
」
の
特
殊
性

　

本
節
で
は
、
文
中
の
「
や
」
の
例
数
が
少
な
く
、
ま
た
、
そ
の
用
法
も

「
ぞ
や
」
や
「
よ
」
か
ら
の
類
推
で
説
明
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
今

回
の
調
査
範
囲
で
は
、
文
中
の
「
や
」
は
一
一
例
あ
り
、
う
ち
一
〇
例
は
、

使
用
理
由
が
説
明
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
次
の
（
５
）～（
８
）
を
も
と

に
説
明
す
る
。

（
５
） 《
な
ぞ
や
心
づ
か
ら
今
も
昔
も
す
ず
ろ
な
る
こ
と
に
て
身
を
は

ふ
ら
か
す
ら
む
》
と
、
さ
ま
ざ
ま
に
思
し
乱
れ
た
る
を
、

…
…
。〈
源
氏
物
語
・
明
石
・
②
二
六
三
頁
〉

（
６
） 「
あ
な
苦
し
や
。
暁
の
別
れ
や
、
ま
だ
知
ら
ぬ
こ
と
に
て
、
げ

に
ま
ど
ひ
ぬ
べ
き
を
」〈
源
氏
物
語
・
総
角
・
⑤
二
三
九
頁
〉

（
７
） 

…
…
、
わ
づ
ら
は
し
く
、《
い
か
に
聞
く
と
こ
ろ
や
》
な
ど
、

憚
り
た
ま
ふ
こ
と
な
く
て
、
と
も
か
く
も
、
た
だ
御
心
に
か

け
て
も
て
な
し
た
ま
ふ
べ
く
ぞ
、
た
び
た
び
聞
こ
え
た
ま
ひ

け
る
〈
源
氏
物
語
・
若
菜
上
・
④
七
五
頁
〉

（
８
） 

業
遠
の
朝
臣
の
車
の
み
や
、夜
中
暁
わ
か
ず
、人
の
乗
る
に
、い

さ
さ
か
さ
る
事
な
か
り
け
れ
。〈
枕
草
子
・一
本
の
二
八・四
六
六

頁
〉

（
５
）
は
、
副
詞
「
な
ぞ
」
に
「
や
」
が
後
接
し
た
例
で
あ
る
。
も
し
係

助
詞
で
あ
れ
ば
、「
や
」
は
不
定
語
よ
り
前
に
来
る
は
ず
で
あ
る
の
で
、

間
投
助
詞
の
例
で
あ
る
（
小
田
勝
（
二
〇
一
五
））。
こ
の
例
が
見
ら
れ
る

の
は
、
次
の
（
９
）
の
よ
う
に
、「
ぞ
や
」
が
文
中
用
法
を
持
つ
か
ら
と

考
え
ら
れ
る
。

（
９
） 「
…
…
。
上
に
も
聞
こ
し
め
し
お
き
て
、『
宮
仕
に
出
だ
し
立

て
む
と
漏
ら
し
奏
せ
し
、い
か
に
な
り
に
け
む
』と
い
つ
ぞ
や
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の
た
ま
は
せ
し
。
…
…
」〈
源
氏
物
語
・
帚
木
・
①
九
六
頁
〉

（
９
）
は
不
定
語
「
い
つ
」
に
「
ぞ
や
」
が
後
接
し
た
例
で
あ
る
。「
不
定

語
＋
ぞ
や
」
に
ひ
か
れ
て
、「
な
ぞ
＋
や
」
の
例
が
現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、「
や
」
単
独
で
は
な
く
、「
ぞ
や
」
と
い
う
ま
と
ま
り
か
ら
の
類

推
と
考
え
ら
れ
る
。「
な
ぞ
や
」
の
例
は
述
部
の
省
略
例
も
含
め
、
八
例

あ
る
。

　
（
６
）
は
（
10
）
の
終
助
詞
「
よ
」
か
ら
の
類
推
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
） 「
古
代
な
る
御
文
書
き
な
れ
ど
、
い
た
し
や
、
こ
の
御
手
よ
。

昔
は
上
手
に
も
の
し
た
ま
ひ
け
る
を
、
年
に
そ
へ
て
あ
や
し

く
老
い
ゆ
く
も
の
に
こ
そ
あ
り
け
れ
。
…
…
」〈
源
氏
物
語
・

行
幸
・
③
三
一
二
頁
〉

（
10
）
は
「
評
価
を
表
す
形
容
詞
＋
や
」
の
直
後
に
、「
評
価
対
象
を
表
す

名
詞
句
＋
よ
」
の
文
が
現
れ
て
お
り
、「
よ
」
の
つ
い
た
名
詞
句
が
後
続

文
の
話
題
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
よ
」
の
代
わ
り
に
「
や
」
を

使
用
し
た
の
が
（
６
）
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、（
６
）
は
文
中
用
法
で
は

あ
る
が
、「
暁
の
別
れ
や
」
を
独
立
語
と
と
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
７
）（
８
）
は
存
疑
例
で
あ
る
。（
７
）
は
「
不
定
語
を
含
む
名
詞
句
＋
や
」

の
例
で
、「
あ
ら
む
」な
ど
が
省
略
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
た
め
挙
げ
た
が
、

阿
里
莫
本
で
は
「
い
か
に
聞
く
と
こ
ろ
や
」
が
「
き
ゝ
所
」
と
な
っ
て
い

て
、
確
例
で
は
な
い
。（
８
）
は
、「
や
」
の
使
用
理
由
が
判
然
と
し
な
い

が
、
係
助
詞
「
こ
そ
」
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
文
末
は
已
然
形
に
な
っ

て
お
り
、
本
文
に
疑
い
の
あ
る
例
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
散
文
に
間
投
助
詞
の
文
中
用
法
は
一
一
例
し
か
な
く
、

う
ち
八
例
は
「
ぞ
や
」
と
い
う
助
詞
の
承
接
し
た
形
か
ら
の
類
推
、
一
例

は
「
よ
」
か
ら
の
類
推
で
説
明
で
き
る
。
残
り
二
例
は
存
疑
例
で
あ
る
。

間
投
助
詞
「
や
」
が
文
中
用
法
と
文
末
用
法
を
持
つ
と
考
え
た
場
合
、
文

中
の
「
や
」
の
単
独
用
法
は
、
あ
ま
り
に
例
数
が
少
な
く
、
用
法
も
極
め

て
狭
い
。
残
り
は
す
べ
て
、
他
の
助
詞
と
承
接
し
た
例
で
あ
る
。
こ
の
点

で
、「
や
」
単
独
で
種
々
の
語
に
後
接
し
、
例
数
も
多
い
文
末
用
法
と
大

き
く
異
な
る
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
文
中
用
法
の
も
の
を
間
投
助
詞
、

文
末
用
法
の
も
の
を
終
助
詞
と
し
て
、
明
確
に
分
け
る
立
場
を
採
り
、
十

分
な
例
数
の
見
ら
れ
る
後
者
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

四　

終
助
詞
「
や
」
の
分
析

四
・
一　

分
析
方
法

　

こ
こ
か
ら
は
、
終
助
詞
「
や
」
の
七
一
三
例
を
対
象
に
、
統
語
的
指
標

と
場
面
的
指
標
の
両
面
か
ら
調
査
考
察
す
る
。
統
語
的
指
標
で
は
、「
や
」

の
現
れ
る
文
タ
イ
プ
や
「
や
」
の
前
接
語
の
特
徴
を
、
場
面
的
指
標
で
は
、

会
話
文
や
消
息
文
と
い
っ
た
対
人
場
面
か
独
話
・
心
内
文
と
い
っ
た
非
対
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人
場
面
か
と
い
う
観
点
に
加
え
、
対
人
場
面
に
お
け
る
話
し
手
と
聞
き
手

と
の
関
係
も
見
て
い
く
。

四
・
二　

統
語
的
指
標

四
・
二
・
一　

文
タ
イ
プ

　

ま
ず
は
統
語
的
指
標
か
ら
見
て
い
く
。
日
本
語
記
述
文
法
研
究
会
編

（
二
〇
〇
三
）
で
は
、
文
タ
イ
プ
を
、「
表
現
類
型
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
」
の

観
点
か
ら
、
情
報
系
の
「
叙
述
」
と
「
疑
問
」、
行
為
系
の
「
意
志
」・「
勧

誘
」・「
行
為
要
求
」、
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
「
感
嘆
」
の
計
六
種
に
分

類
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
や
」
が
現
れ
る
の
は
、
叙
述
・
疑
問
・
行

為
要
求
・
感
嘆
の
四
種
で
あ
る
。（
11
）
に
叙
述
の
、（
12
）
に
疑
問
の
、

（
13
）
に
行
為
要
求
の
、（
14
）
に
感
嘆
の
例
を
挙
げ
る
。

（
11
） 「
…
…
。
黄
金
求
む
る
絵
師
も
こ
そ
な
ど
、
う
し
ろ
め
た
く
ぞ

は
べ
る
や
」〈
源
氏
物
語
・
宿
木
・
⑤
四
四
九
頁
〉

（
12
） 「
こ
の
人
を
ば
い
か
が
見
た
ま
ふ
や
。
…
…
」〈
源
氏
物
語
・

柏
木
・
④
三
二
四
頁
〉

（
13
） 「
待
ち
た
ま
へ
や
。
…
…
」〈
源
氏
物
語
・
空
蝉
・
①
一
二
一
頁
〉

（
14
） 《
は
か
な
の
契
り
や
》
と
思
し
乱
る
る
こ
と
、
か
た
み
に
尽
き

せ
ず
。〈
源
氏
物
語
・
紅
葉
賀
・
①
三
一
九
頁
〉

　
（
11
）
は
「
ぞ
」
に
よ
る
係
り
結
び
の
句
に
後
接
し
た
叙
述
の
例
、

（
12
）
は
「
不
定
語
＋
活
用
語
連
体
形
」
と
い
う
疑
問
文
相
当
句
に
後
接

し
た
疑
問
の
例
、（
13
）
は
命
令
形
に
後
接
し
て
二
人
称
に
行
為
の
実
現

を
求
め
る
行
為
要
求
の
例
、（
14
）
は
感
動
喚
体
句
を
構
成
す
る
感
嘆
の

例
で
あ
る
。
意
志
や
勧
誘
の
文
に
は
現
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
助
動
詞
「
む
」

に
「
や
」
が
後
接
し
た
例
が
、
す
べ
て
疑
問
の
読
み
に
な
る
た
め
で
あ
る

（
岡
崎
正
継
（
一
九
九
六
）、
林
淳
子
（
二
〇
一
六
））。

　

さ
ら
に
、
例
数
の
内
訳
を
見
る
と
、
叙
述
の
例
が
四
四
一
例
、
疑
問
の

例
が
二
例
、行
為
要
求
の
例
が
一
二
例
、感
嘆
の
例
が
二
五
八
例
で
あ
る
。

文
相
当
句
に
後
接
す
る
終
助
詞
に
、叙
述
の
例
が
多
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
感
嘆
の
例
が
多
く
、
疑
問
の
例
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
に
注

目
し
た
い
。

　

感
嘆
の
例
が
非
常
に
多
い
の
は
、（
14
）
の
よ
う
な
感
動
喚
体
句
の
例

の
ほ
か
、
次
の
（
15
）
の
よ
う
な
形
容
詞
・
形
容
動
詞
語
幹
に
よ
る
感
動

文
の
例
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

（
15
）「
…
…
。
あ
な
め
で
た
や
」〈
源
氏
物
語
・
宿
木
・
⑤
四
六
九
頁
〉

　

情
報
系
の
文
に
目
を
転
じ
る
と
、
疑
問
は
二
例
し
か
な
い
。
一
例
は

（
12
）
に
挙
げ
た
の
で
、
も
う
一
例
を
（
16
）
に
挙
げ
る
。

（
16
） 「
い
づ
こ
や
。
い
た
う
暮
れ
ぬ
ほ
ど
ぞ
よ
か
ら
む
。
…
…
」〈
堤

中
納
言
物
語
・
四
三
四
頁
〉
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こ
れ
ら
、
疑
問
の
二
例
は
、
い
ず
れ
も
中
古
の
典
型
例
と
言
い
が
た
い
。

（
12
）
は
本
文
に
異
同
が
あ
り
、
保
坂
本
と
国
冬
本
で
は
、「
い
か
が
」

が
な
い
。
こ
の
場
合
の
「
や
」
は
、
疑
問
の
係
助
詞
文
末
用
法
で
あ
る
。

ま
た
、（
16
）
は
、
不
定
語
の
名
詞
に
「
や
」
が
後
接
し
て
文
が
終
止
し

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
例
も
、
次
の
（
17
）
の
よ
う
な
並
列
の
例
以
外
、

他
に
見
ら
れ
ず
、
不
審
な
例
で
あ
る
。

（
17
） 

か
く
内
裏
参
り
や
何
や
と
か
ね
て
思
し
か
は
す
と
も
、
さ
し

も
え
は
べ
ら
じ
。〈
源
氏
物
語
・
紅
梅
・
⑤
四
三
頁
〉

こ
の
例
は
、「
内
裏
参
り
」
と
「
何
か
」
が
並
列
さ
れ
て
い
る
例
で
、
本

論
文
の
検
討
対
象
か
ら
外
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
複
数
の
対
象
を

並
列
す
る
場
合
に
し
か
、
不
定
語
に
「
や
」
が
後
接
し
て
文
が
終
止
す
る

例
は
な
い（
１
）。

つ
ま
り
、
終
助
詞
「
や
」
に
は
、
疑
問
文
末
に
現
れ
る
確
例

が
な
い
の
で
あ
る
。そ
こ
で
、以
下
で
は
こ
の
二
例
は
除
い
て
検
討
す
る
。

　

こ
こ
ま
で
を
踏
ま
え
、
文
の
タ
イ
プ
か
ら
見
た
結
果
を
ま
と
め
な
お
す

と
、
終
助
詞
「
や
」
は
、
叙
述
、
行
為
要
求
、
感
嘆
の
文
末
に
現
れ
た
例

の
み
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
う
ち
、
感
嘆
と
行
為
要
求
の
例
に
注
目
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
る
。「
や
」
に
よ
る
感
嘆
の
文
の
典
型
は
、「
形
容
詞
・
形
容
動
詞

語
幹
＋
の
＋
体
言
＋
や
」
の
文
型
を
と
る
感
動
喚
体
句
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
例
が
、
感
動
の
対
象
が
発
話
場
に
存
在
す
る
場
合
に

使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
富
岡
宏
太
（
二
〇
一
四
b
）。

（
18
） 

か
く
戯
れ
た
ま
ふ
け
し
き
の
し
る
き
を
、《
あ
や
し
の
わ
ざ
や
、

親
子
と
聞
こ
え
な
が
ら
、
か
く
懐
離
れ
ず
、
も
の
近
か
べ
き
ほ

ど
か
は
》
と
目
と
ま
り
ぬ
。〈
源
氏
物
語
・
野
分
・
③
二
七
九

頁
〉

（
18
）
は
、
源
氏
と
玉
鬘
の
様
子
を
見
た
夕
霧
の
心
内
文
で
、
眼
前
事
態

に
言
及
す
る
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
例
と
、
源
氏
と
藤
壺
の
現
在
の
状
況

を
述
べ
る
前
掲
（
14
）
の
よ
う
な
、
話
し
手
が
置
か
れ
た
現
状
に
言
及
す

る
例
が
、「
や
」
に
よ
る
感
動
喚
体
句
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。
こ
の
特

徴
は
、（
15
）
の
よ
う
な
形
容
詞
・
形
容
動
詞
語
幹
の
感
動
文
も
同
様
で

あ
る
。

　

一
方
、
行
為
要
求
の
例
は
、
命
令
形
に
「
や
」
が
後
接
し
た
「
命
令
形

＋
や
」
の
例
と
「
な
─
そ
＋
や
」
の
例
で
あ
る
。
富
岡
宏
太
（
二
〇
一
四

a
）
で
は
、「
命
令
形
＋
や
」
の
例
が
、
即
時
の
行
動
を
求
め
る
緊
急
性

の
高
い
例
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
の
（
19
）（
20
）
の
よ
う

な
例
で
あ
る
。

（
19
） 〔
女
→
男
〕「
な
ど
か
さ
て
は
も
の
し
た
ま
ふ
。早
う
来
や
」〈
平

中
物
語
・
一
七
段
・
四
八
二
頁
〉

（
20
） 〔
尼
→
浮
舟
〕「
も
の
の
た
ま
へ
や
。
い
か
な
る
人
か
、
か
く

て
は
も
の
し
た
ま
へ
る
」〈
源
氏
物
語
・
手
習
・
⑥
二
八
七
頁
〉
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（
19
）
は
、
隠
れ
て
立
つ
男
へ
の
発
話
で
「
早
う
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
と
お
り
、
即
時
の
実
現
を
望
ん
で
い
る
。（
20
）
は
意
識
の
薄
れ

て
い
る
浮
舟
へ
の
発
話
で
、
や
は
り
、
今
す
ぐ
何
か
を
言
う
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
こ
の
緊
急
性
の
高
さ
は
、「
な
─
そ
＋
や
」
の
場
合
も
同
様
で

あ
る
。（

21
） （
匂
宮
ガ
時
方
ヲ
）
御
覧
じ
て
、「
い
み
じ
く
か
し
づ
か
る
め

る
客
人
の
主
、
さ
て
な
見
え
そ
や
」
と
戒
め
た
ま
ふ
。〈
源
氏

物
語
・
浮
舟
・
⑥
一
五
三
頁
〉

こ
の
場
面
も
、（
か
ら
か
い
で
は
あ
る
が
）
今
す
ぐ
、
人
か
ら
見
ら
れ
な

い
状
態
に
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

以
上
、
文
の
タ
イ
プ
か
ら
「
や
」
を
見
る
と
、

・ 「
や
」に
は
疑
問
の
確
例
が
見
ら
れ
な
い
。よ
っ
て
、話
し
手
に
と
っ

て
疑
い
よ
う
の
な
い
事
柄
を
表
す
句
に
後
接
す
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と

・ 

感
嘆
・
行
為
要
求
の
例
に
お
い
て
は
、「
や
」
は
話
し
手
の
現
在
・

眼
前
の
事
柄
に
言
及
す
る
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。
な
お
、
叙
述
の
文
の
特
徴
は
、
前
接
語
の
特
徴
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
、
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は

「
や
」
の
前
接
語
を
検
討
し
て
い
く
。

四
・
二
・
二　

前
接
語
の
特
徴

　

こ
こ
で
は
、「
や
」
の
前
接
語
の
特
徴
を
探
る
。
前
接
品
詞
の
内
訳
を

次
の
［
表
一
］
に
ま
と
め
た
。
な
お
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
は
、
以
降
の

議
論
で
は
、
形
容
語
と
し
て
一
括
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

［
表
一
］
終
助
詞
「
や
」
の
前
接
語
の
品
詞

動　詞 72
形容語 256
名　詞 149
副　詞 25
感動詞 80
助　詞 1
助動詞 128

計 711

　
［
表
一
］
か
ら
、
最
も
例
数
が
多
い
の
は
形
容
語
で
、
次
が
名
詞
、
助

動
詞
、
感
動
詞
、
動
詞
、
副
詞
と
つ
づ
く
。
助
詞
は
一
例
の
み
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
禁
止
の
「
そ
」
以
外
の
助
詞
が
承
接
し
た
例
を
除
い
た
た
め
で

あ
る
の
で
詳
述
し
な
い
。
論
の
展
開
上
、
形
容
語
、
名
詞
、
感
動
詞
・
副

詞
、
助
動
詞
、
動
詞
の
順
に
説
明
す
る
。

　

ま
ず
、
形
容
語
に
後
接
す
る
例
は
、
次
の
よ
う
な
、
評
価
を
表
す
例
に

大
き
く
偏
る
。

（
22
） 「
何
事
ぞ
と
よ
。か
し
が
ま
し
や
」〈
落
窪
物
語
・
巻
一
・
三
八
頁
〉

（
23
） 
御
お
ぼ
え
の
ほ
ど
、
い
と
軽
ら
か
な
り
や
。〈
源
氏
物
語
・
常

夏
・
③
二
四
八
頁
〉
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（
22
）
は
「
か
し
が
ま
し
（
＝
う
る
さ
い
）」
と
い
う
、（
23
）
は
「
軽
ら

か
な
り（
＝
軽
々
し
い
）」と
い
う
評
価
を
形
容
語
で
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、（
24
）（
25
）
の
よ
う
に
、
形
容
語
語
幹
に
よ
る
感
動
文
に
「
や
」

が
後
接
す
る
例
も
多
い
。

（
24
） 「
あ
な
心
づ
き
な
や
。
…
…
」〈
源
氏
物
語
・
少
女
・
③
五
六
頁
〉

（
25
） 「
あ
な
正
無
や
。
入
り
た
ま
へ
」〈
枕
草
子
・
第
七
段
・
三
九
頁
〉

（
24
）
は
「
心
づ
き
な
し
」、（
25
）
は
「
ま
さ
な
し
」
の
語
幹
に
「
や
」

が
後
接
し
た
例
で
あ
る
。

　

次
に
、
名
詞
に
後
接
す
る
例
の
典
型
は
、（
26
）（
27
）
の
よ
う
な
感
動

喚
体
句
の
例
で
あ
る
。

（
26
）「
あ
や
し
の
こ
と
や
」〈
堤
中
納
言
物
語
・
四
二
六
頁
〉

（
27
） 「
あ
な
、う
ち
つ
け
の
こ
と
や
」〈
平
中
物
語
・
三
六
段
・
五
二
七

頁
〉

こ
う
し
た
例
が
一
三
九
例
と
、
体
言
に
「
や
」
が
後
接
す
る
場
合
の
大
半

を
占
め
る
。

　

残
り
の
一
〇
例
は
、（
28
）
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
呼
び
か
け
の
例
が

七
例
、（
29
）
の
よ
う
な
「
こ
ち
や
」
の
例
が
二
例
、（
30
）
に
示
す
特
殊

な
例
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
で
あ
る
。

（
28
）「
あ
が
君
や
」〈
和
泉
式
部
日
記
・
三
八
頁
〉

（
29
） 「
こ
ち
や
」
と
言
へ
ば
つ
い
ゐ
た
り
。〈
源
氏
物
語
・
若
紫
・

①
二
〇
七
頁
〉

（
30
） 「
人
々
の
、
花
、
蝶
や
と
め
づ
る
こ
そ
、
は
か
な
く
あ
や
し
け

れ
。
…
…
」〈
堤
中
納
言
物
語
・
四
〇
七
頁
〉

（
28
）
は
、
宮
か
ら
女
へ
の
発
話
で
、
呼
び
か
け
の
例
、（
29
）
は
尼
君
が

眼
前
の
若
紫
を
呼
び
寄
せ
る
場
面
で
、
こ
れ
も
呼
び
か
け
と
同
様
に
考
え

て
よ
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
（
30
）
は
、
花
と
蝶
を
並
列
し
て
い
る
が
、
断
定
辞
の

よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
れ
は
、（
31
）
と
同
じ
よ
う
な
、
中
古
の
終
わ
り

際
に
現
れ
た
新
し
い
表
現
と
思
わ
れ
る
。

（
31
） 

…
…
、
世
の
中
の
物
見
、
な
に
の
法
会
や
な
ど
あ
る
折
は
、

…
…
〈
大
鏡
・
三
〇
〇
頁
〉

こ
う
し
た
例
は
、
今
回
の
調
査
範
囲
で
は
他
に
な
い
。（
30
）
は
「
虫
め

づ
る
姫
君
」（
一
〇
五
五
年
こ
ろ
）
の
例
で
あ
る
か
ら
、
新
し
い
表
現
が

ご
く
早
い
時
期
に
現
れ
た
例
と
し
て
、
措
い
て
お
く
。

　

以
上
か
ら
、
体
言
に
後
接
す
る
「
や
」
は
、
感
動
喚
体
句
か
呼
び
か
け

の
例
の
み
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

続
い
て
、
感
動
詞
・
副
詞
に
「
や
」
が
後
接
す
る
例
で
あ
る
。
感
動
詞

に
後
接
す
る
例
を
挙
げ
る
。

（
32
） 「
い
で
や
、
冬
の
夜
の
目
さ
へ
氷
に
と
ぢ
ら
れ
て
明
か
し
が
た

き
を
明
か
し
つ
る
か
な
」〈
和
泉
式
部
日
記
・
八
〇
頁
〉
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（
33
） 「
く
は
や
、
昨
日
の
返
り
事
。
…
…
」〈
源
氏
物
語
・
末
摘
花
・

①
三
〇
一
頁
〉

こ
れ
ら
感
動
詞
は
い
ず
れ
も
、
発
話
時
に
お
け
る
話
し
手
自
身
の
感
情
を

率
直
に
投
げ
出
し
た
も
の
か
、
発
話
に
対
す
る
応
答
に
用
い
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
は
副
詞
に
後
接
す
る
例
も
同
じ
で
あ
る
。（
34
）（
35
）
に
例
を
挙

げ
る
。（

34
） 「
…
…
」
と
言
へ
ば
、
御
前
に
さ
ぶ
ら
ふ
人
々
、「
い
さ
や
、

え
こ
そ
聞
こ
え
定
め
ね
」
と
聞
こ
え
あ
へ
り
。〈
源
氏
物
語
・

東
屋
・
⑥
五
〇
頁
〉

（
35
） 「
申
さ
せ
は
べ
ら
ん
」
と
て
立
つ
を
、「
し
ば
し
や
」
と
召
し

寄
せ
て
…
…
、〈
源
氏
物
語
・
橋
姫
・
⑤
一
三
七
頁
〉

（
34
）
も
（
35
）
も
直
前
の
発
話
を
受
け
て
発
話
で
あ
る
。
特
に
「
い
さ
」

は
感
動
詞
と
も
捉
え
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
に
、感
動
詞
と
副
詞
の
例
に
は
、

共
通
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

今
度
は
助
動
詞
の
例
で
あ
る
。
富
岡
宏
太
（
二
〇
二
〇
）
で
は
、
助
動

詞
の
終
止
形
に
「
や
」
が
後
接
す
る
場
合
の
特
徴
を
見
出
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
助
動
詞
が
前
接
す
る
例
は
、（
36
）（
37
）
の
よ
う
に
話
し
手
の

評
価
を
表
す
例
、（
38
）
の
よ
う
に
眼
前
事
態
を
表
す
例
、（
39
）
の
よ
う

に
話
し
手
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

（
36
） 「
さ
こ
そ
あ
な
れ
。
あ
や
し
う
ね
ぢ
け
た
る
わ
ざ
な
り
や
。

…
…
」〈
源
氏
物
語
・
澪
標
・
②
二
九
一
〉

（
37
） 「
い
と
屈
じ
た
り
や
」〈
源
氏
物
語
・
梅
枝
・
③
四
一
二
頁
〉

（
38
） 「
花
乱
り
が
は
し
く
散
る
め
り
や
。
…
…
」〈
源
氏
物
語
・
若

菜
下
・
④
一
四
〇
頁
〉

（
39
） 「
…
…
。
こ
と
繁
く
の
み
あ
り
て
、（
私
ハ
）
と
ぶ
ら
ひ
参
で

ず
や
」〈
源
氏
物
語
・
常
夏
・
③
二
四
三
頁
〉

　
（
36
）
に
は
、「
あ
や
し
」「
ね
ぢ
け
た
る
」
と
い
っ
た
、
評
価
を
表
す

修
飾
語
句
が
あ
る
。（
37
）
は
、
副
詞
「
い
と
」
で
修
飾
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、「
屈
じ
た
る
」
と
い
う
動
詞
句
が
評
価
語
句

で
あ
る
。
次
に
、（
38
）
は
、
眼
前
事
態
に
言
及
し
た
「
め
り
」
の
例
、

（
39
）
は
、
話
し
手
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
た
「
ず
」
の
例
で
あ
る
。
こ

の
ほ
か
、
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
が
後
接
し
た
例
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、

次
の
（
40
）
の
よ
う
に
、
話
し
手
の
評
価
を
含
む
例
に
限
ら
れ
る
。

（
40
）「
い
さ
や
、
こ
と
な
る
こ
と
も
な
か
り
き
や
」〈
源
氏
物
語
・

帚
木
・
①
八
二
頁
〉

（
40
）
は
、「
格
別
な
こ
と
も
な
か
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
話
し
手
の
評

価
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
で
な
い
と
、「
き
」
に
「
や
」

は
後
接
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
む
」
や
「
じ
」
に
終

助
詞
「
や
」
が
後
接
し
た
確
例
は
な
い
。
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ま
た
、
動
詞
終
止
形
に
終
助
詞
「
や
」
が
後
接
す
る
の
は
、（
41
）
の

よ
う
に
一
人
称
主
語
で
発
話
者
の
評
価
が
入
り
込
む
場
合
、（
42
）
の
よ

う
に
眼
前
事
態
の
場
合
で
あ
る
（
富
岡
宏
太
（
二
〇
二
〇
）。

（
41
） 〔
北
の
方
→
落
窪
姫
君
〕「
…
…
。こ
の
ご
ろ
御
心
そ
り
出
で
て
、

《（
ア
ナ
タ
ガ
）
化
粧
ば
や
り
た
り
》
と
は
（
私
ニ
ハ
）
見
ゆ

や
」〈
落
窪
物
語
、
巻
一
、八
三
頁
〉

（
42
） 

…
…
（
男
ガ
）
昼
間
に
入
り
来
る
を
（
女
房
ガ
）
見
て
、
女
（
ニ

女
房
ガ
）、「
に
は
か
に
、
殿
、
お
は
す
や
」
と
言
へ
ば
、
…
…
。

〈
堤
中
納
言
物
語
・
四
九
六
頁
〉

（
41
）
は
、
話
し
手
で
あ
る
北
の
方
に
と
っ
て
ど
う
見
え
る
か
、
と
い
う

評
価
を
問
題
に
し
た
例
で
あ
り
、（
42
）
は
、
目
の
前
に
男
が
来
て
い
る

こ
と
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
結
果
は
、
富
岡
宏
太
（
二
〇
二
〇
）
で
除
外
し
た
、
係
り
結
び
の

文
や
連
体
形
終
止
文
な
ど
で
も
、
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。（
43
）
に
係
り
結

び
の
文
で
眼
前
事
態
に
言
及
し
た
例
、（
44
）
に
連
体
形
終
止
文
で
話
し

手
の
評
価
を
表
す
例
を
挙
げ
る
。

（
43
） 「
そ
よ
、
誰
が
な
ら
は
し
に
か
あ
ら
む
。
思
は
ず
に
ぞ
見
え
た

ま
ふ
や
。
…
…
」〈
源
氏
物
語
・
澪
標
・
②
二
九
一
頁
〉

（
44
） 「
め
で
た
き
や
。
誰
を
か
取
り
た
ま
ふ
」〈
落
窪
物
語
・
巻
一
・

八
九
頁
〉

ま
た
、
次
の
（
45
）
は
、
直
接
に
は
、
話
し
手
の
評
価
や
情
意
が
入
り
込

ま
ず
眼
前
事
態
に
言
及
し
て
い
な
い
例
で
あ
る
が
、
評
価
を
表
す
例
に
準

じ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
45
） 「
…
…
。
我
は
、
ま
し
て
、
人
も
ゆ
る
さ
ぬ
も
の
を
、
拾
ひ
た

り
し
や
」〈
源
氏
物
語
・
宿
木
・
⑤
四
七
五
頁
〉

（
45
）
は
、
夕
霧
が
、
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
落
葉
宮
を
引
き
取
っ

た
こ
と
に
言
及
す
る
例
で
あ
る
。
形
容
語
な
ど
、
一
目
で
評
価
を
表
す
語

句
と
わ
か
る
語
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
例
も
、
単
に
引
き
取
っ
た
こ
と

が
重
要
な
の
で
は
な
く
、「
人
も
ゆ
る
さ
ぬ
も
の
を
（
＝
皆
、
許
可
し
な

い
の
に
）」
と
い
う
点
が
大
事
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
落
葉
の

宮
を
引
き
取
る
こ
と
へ
の
評
価
（
他
者
の
納
得
を
得
ら
れ
な
い
）
が
含
ま

れ
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
例
に
準
じ
て
説
明
で
き
る
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
例
が
若
干
数
あ
る
が
、
そ
れ
ら
も
説
明

可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

四
・
二
・
三　

統
語
的
指
標
か
ら
見
た
終
助
詞
「
や
」

　

こ
こ
ま
で
の
分
析
で
得
ら
れ
た
特
徴
を
次
に
ま
と
め
る
。

・
文
タ
イ
プ
か
ら
見
た
特
徴

① 

「
や
」
が
現
れ
る
の
は
叙
述
・
行
為
要
求
・
感
嘆
の
文
末
で
、
疑

問
文
末
に
は
現
れ
た
確
例
は
な
い
。
よ
っ
て
、
話
し
手
に
と
っ
て
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疑
い
よ
う
の
な
い
事
柄
を
表
す
句
に
後
接
す
る
と
考
え
ら
れ
る

② 

感
嘆
・
行
為
要
求
の
例
に
お
い
て
は
、「
や
」
は
話
し
手
の
現
在
・

眼
前
の
事
柄
に
言
及
す
る
。

・
前
接
語
か
ら
見
た
特
徴

イ
． 

形
容
語
後
接
の
例
は
話
し
手
の
評
価
や
情
意
を
表
す
例
ば
か
り

で
、
終
止
形
だ
け
で
な
く
語
幹
に
後
接
し
た
例
も
多
い
。

ロ
． 

名
詞
後
接
の
例
は
感
動
喚
体
句
を
構
成
す
る
例
や
呼
び
か
け
の

例
ば
か
り
で
あ
る
。

ハ
． 

感
動
詞
に
後
接
し
た
例
が
一
定
数
見
ら
れ
る
。

ニ
． 

助
動
詞
や
動
詞
に
後
接
す
る
例
は
、話
し
手
の
評
価
を
含
む
例
、

眼
前
事
態
に
言
及
す
る
例
、
話
し
手
の
現
状
を
表
す
例
の
い
ず

れ
か
に
限
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
前
接
句
全
体
に
視
野
を
広
げ
る
と
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
例
に
、

次
の
い
ず
れ
か
、
も
し
く
は
両
方
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

③
話
し
手
の
情
意
や
評
価
を
表
す
（
イ
、
ロ
の
一
部
、
ニ
の
一
部
）。

④ 

話
し
手
の
現
在
・
眼
前
の
事
柄
に
言
及
す
る
（
イ
、
ロ
、
ハ
、
お

よ
び
ニ
の
一
部
）

③
、
④
の
両
方
に
該
当
す
る
の
が
、
形
容
語
が
前
接
す
る
例
の
す
べ
て
、

名
詞
が
前
接
す
る
例
の
う
ち
、
感
動
喚
体
句
の
例
、
そ
れ
に
、
動
詞
・
助

動
詞
が
前
接
す
る
例
の
ほ
ぼ
す
べ
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
①
の
み
に

該
当
す
る
の
は
、
助
動
詞
「
き
」
が
前
接
す
る
場
合
、
②
の
み
に
該
当
す

る
の
は
、
名
詞
が
前
接
す
る
呼
び
か
け
の
例
、
感
動
詞
の
例
、
動
詞
の
例

の
一
部
（
＝（
42
））
で
あ
る
。

　

文
タ
イ
プ
の
特
徴
②
と
前
接
語
句
の
特
徴
④
は
共
通
す
る
か
ら
、「
や
」

の
特
徴
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
な
お
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

・ 「
や
」
は
話
し
手
に
と
っ
て
疑
い
よ
う
の
な
い
事
柄
に
言
及
す
る
場
合

に
使
用
さ
れ
る
。

・ 

ほ
ぼ
す
べ
て
の
例
が
、
話
し
手
の
情
意
や
評
価
を
表
す
場
合
、
話
し
手

の
現
在
・
眼
前
の
事
柄
に
言
及
す
る
場
合
の
い
ず
れ
か
、
も
し
く
は
両

方
に
該
当
す
る
。

で
は
、
後
者
の
「
ほ
ぼ
す
べ
て
」
に
該
当
し
な
い
例
が
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
確
認
し
て
み
よ
う
。

四
・
二
・
四　

若
干
数
の
違
例
に
つ
い
て

　

前
述
の
よ
う
に
、
係
り
結
び
の
句
末
に
「
や
」
が
現
れ
る
場
合
に
は
、

話
し
手
の
評
価
や
情
意
が
入
り
込
ま
ず
、
眼
前
事
態
に
も
言
及
し
て
い
な

い
例
が
七
例
あ
る
。（
46
）～（
49
）
に
挙
げ
る
。

（
46
） 

…
…
、
年
ご
ろ
何
ご
と
を
か
思
ひ
け
ん
と
ぞ
、
と
り
返
さ
ま

ほ
し
き
や
。〈
源
氏
物
語
・
早
蕨
・
⑤
三
六
四
頁
〉

（
47
） 
…
…
、（
兵
部
卿
宮
ガ
）
い
と
な
つ
か
し
げ
に
、
思
ひ
し
こ
と
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の
違
ひ
に
た
る
恨
み
を
の
た
ま
は
す
る
に
、（
玉
鬘
ハ
）
面
お

か
ん
方
な
く
ぞ
お
ぼ
え
た
ま
ふ
や
。〈
源
氏
物
語
・
真
木
柱
・

③
三
八
五
頁
〉

（
48
） 「
思
し
取
り
た
る
こ
と
ぞ
あ
ら
む
や
。…
…
」〈
堤
中
納
言
物
語
・

四
〇
八
頁
〉

（
49
） 《
…
…
、
ま
こ
と
に
心
ば
せ
あ
ら
む
人
は
、
わ
が
方
に
ぞ
寄
る

べ
き
や
、
さ
れ
ど
難
い
も
の
か
な
、
人
の
心
は
、》
と
思
ふ
に

つ
け
て
、
…
…
〈
源
氏
物
語
・
蜻
蛉
・
⑥
二
七
〇
頁
〉

（
46
）（
47
）
は
地
の
文
の
例
で
、
登
場
人
物
の
心
内
や
感
覚
に
言
及
し
て

い
る
か
ら
、
話
し
手
の
評
価
と
も
眼
前
事
態
と
も
い
い
が
た
い
。
ま
た
、

（
46
）（
48
）（
49
）
で
は
、「
ま
ほ
し
」「
む
」「
べ
し
」
に
「
や
」
が
後

接
し
て
い
る
が
、
終
止
形
後
接
の
「
や
」
に
は
、
こ
う
し
た
例
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
違
例
が
、
助
動
詞
に
三
例
、
動
詞
に
四
例
、
見
ら
れ
た
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
、
文
中
に
「
ぞ
」
の
現
れ
た
「
ぞ

─
や
」
の
文
型
で
あ
る
点
で
あ
る
。
小
田
勝
（
二
〇
〇
六
）
は
、「
ぞ
─
や
」

の
例
が
一
定
数
現
れ
る
理
由
を
、「
ぞ
」
が
「
自
領
域
知
識
の
述
べ
立
て
」

を
表
す
こ
と
か
ら
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
論
文
の
主
張
と
も
矛
盾

し
な
い
。「
ぞ
」
に
よ
る
係
り
結
び
の
句
も
、
話
し
手
に
と
っ
て
疑
い
よ
う

の
な
い
事
柄
に
言
及
す
る
か
ら
、「
や
」
が
後
接
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
違
例
に
見
え
る
例
も
、
本
論
文
の
考
え
方
で
説
明
可
能
で
あ
る（
２
）。

四
・
三　

場
面
的
指
標

四
・
三
・
一　

使
用
場
面

　

こ
こ
か
ら
は
場
面
的
な
特
徴
を
見
て
い
く
。
ま
ず
、「
や
」
の
対
人
性

を
は
か
る
た
め
、
使
用
場
面
を
、
会
話
文
・
消
息
文
な
ど
の
対
人
場
面
、

独
話
・
心
内
文
な
ど
の
非
対
人
場
面
に
分
け
る
。
地
の
文
は
、
ど
ち
ら
と

も
決
め
が
た
い
た
め
、
単
独
で
一
分
類
と
し
た
。（
50
）～（
54
）
に
そ
れ

ぞ
れ
の
例
を
挙
げ
る
。

（
50
） 〔
中
宮
定
子
→
清
少
納
言
〕「
く
ち
を
し
の
事
や
。
…
…
」〈
枕

草
子
・
九
五
段
・
一
八
九
頁
〉

（
51
） 〔
六
条
御
息
所
→
源
氏
〕「
い
と
恐
ろ
し
げ
に
は
べ
る
や
。

…
…
」〈
源
氏
物
語
・
澪
標
・
②
三
一
三
頁
〉

（
52
） 〔
あ
こ
ぎ
〕「
を
か
し
の
御
手
や
」〈
落
窪
物
語
・
巻
一
・
二
五
頁
〉

（
53
） 〔
源
氏
〕《
げ
に
言
ふ
か
ひ
な
の
け
は
ひ
や
、
さ
り
と
も
、
い

と
よ
う
教
へ
て
む
》
と
思
す
。〈
源
氏
物
語
・
若
紫
・
①

二
三
八
頁
〉

（
54
） 

大
臣
の
北
の
方
、
御
さ
い
は
ひ
を
、「
め
で
た
し
」
と
は
古
め

か
し
や
。〈
落
窪
物
語
・
巻
四
・
三
四
一
頁
〉

（
50
）
は
定
子
か
ら
清
少
納
言
へ
、（
51
）
は
六
条
御
息
所
か
ら
源
氏
へ
の
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発
話
で
、
対
人
場
面
の
例
で
あ
る
。
次
に
、（
52
）
は
独
話
、（
53
）
は
心

内
文
で
、
い
ず
れ
も
非
対
人
場
面
の
例
で
あ
る
。（
54
）
は
地
の
文
の
例

と
し
て
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
の
例
数
を
ま
と
め
た
も
の
が
次
の
［
表
二
］
で

あ
る
。

［
表
二
］
場
面
ご
と
の
「
や
」
の
使
用
率

対　人 378
非対人 200
地の文 133

計 711

［
表
二
］
か
ら
、
対
人
場
面
で
の
使
用
率
は
、
非
対
人
場
面
の
一
・
九
倍
程

度
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
対
人
場
面
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
が
、
非
対
人

場
面
に
も
一
定
数
用
い
ら
れ
る
助
詞
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。つ
ま
り
、

対
人
性
の
強
さ
は
指
摘
で
き
て
も
、
現
代
語
の
「
ね
」
の
よ
う
な
、「
心

内
文
に
は
用
い
ら
れ
な
い
」
と
い
う
特
徴
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
・
三
・
二　

話
し
手
と
聞
き
手
と
の
関
係

　

次
に
、
対
人
場
面
に
お
け
る
話
し
手
と
聞
き
手
と
の
関
係
を
見
る
。
富

岡
宏
太
（
二
〇
一
四
b
）
で
は
、「
や
」
に
よ
る
喚
体
句
が
、
下
位
者
か

ら
上
位
者
へ
は
使
用
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。こ
れ
は
、

終
助
詞
「
や
」
全
体
の
特
徴
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
［
表
三
］
に
調
査

結
果
を
挙
げ
る
。

［
表
三
］
終
助
詞
「
や
」
の
話
し
手
と
聞
き
手
の
関
係

上→下 111
同　位 130
下→上 42
その他 95

計 378

具
体
例
は
次
の
（
55
）～（
58
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
55
） 〔
内
大
臣
→
雲
居
雁
〕「
…
…
。
人
々
も
近
く
さ
ぶ
ら
は
で
、

あ
や
し
や
。
…
…
」〈
源
氏
物
語
・
常
夏
・
③
二
三
九
頁
〉

（
56
） 〔
男
た
ち
同
士
〕「
あ
は
れ
、
い
と
寒
し
や
」〈
源
氏
物
語
・
夕

顔
・
①
一
五
五
頁
〉

（
57
） 〔
源
氏
→
帝
〕「
あ
な
が
ち
に
隠
し
て
、
心
や
す
く
も
御
覧
ぜ

さ
せ
ず
悩
ま
し
き
こ
ゆ
る
、
い
と
め
ざ
ま
し
や
。
…
…
」〈
源

氏
物
語
・
絵
合
・
③
三
七
七
頁
〉

（
58
） 〔
男
→
女
〕「
あ
な
、
わ
び
し
や
。
さ
ら
に
さ
も
あ
ら
ず
」〈
平

中
物
語
・
二
二
段
・
四
九
〇
頁
〉

（
55
）
は
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
の
例
、（
56
）
は
同
位
者
ど
う
し
の
例
、

（
57
）
は
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ
の
例
、（
58
）
は
上
下
関
係
を
確
定
で
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き
な
い
男
女
間
の
例
（
＝「
そ
の
他
」）
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
の
例
や
同
位
者
ど
う

し
な
ど
、
配
慮
の
要
ら
な
い
例
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
、
そ
の
一
方
で
、

下
位
者
か
ら
上
位
者
へ
の
使
用
例
が
一
定
数
見
ら
れ
る
こ
と
の
二
点
で
あ

る
。
つ
ま
り
、「
や
」
そ
の
も
の
は
、
上
位
者
に
使
用
で
き
な
い
の
で
は

な
く
、
使
用
さ
れ
に
く
い
助
詞
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

五　

終
助
詞
「
や
」
の
意
味

　

そ
れ
で
は
、
こ
こ
ま
で
を
も
と
に
「
や
」
の
意
味
を
考
え
る
。
統
語
的

指
標
か
ら
は
、

・ 

話
し
手
に
と
っ
て
疑
い
よ
う
の
な
い
事
柄
に
言
及
す
る
場
合
に
使

用
さ
れ
る
こ
と

・ 

ほ
ぼ
す
べ
て
の
例
が
、
話
し
手
の
情
意
や
評
価
を
表
す
場
合
、
話

し
手
の
現
在
・
眼
前
の
事
柄
に
言
及
す
る
場
合
の
い
ず
れ
か
、
も

し
く
は
両
方
に
該
当
す
る
こ
と

の
二
点
が
、
場
面
的
指
標
か
ら
は
、

・ 

対
人
場
面
の
例
が
非
常
に
多
い
も
の
の
、
非
対
人
場
面
の
例
も
一

定
数
見
ら
れ
る
こ
と

・ 

上
位
者
か
ら
下
位
者
、
同
位
者
ど
う
し
な
ど
、
配
慮
の
要
ら
な
い

関
係
性
の
場
合
に
使
用
さ
れ
や
す
い
が
、
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ

の
使
用
例
も
一
定
数
見
ら
れ
る
こ
と

の
二
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
想
定
さ
れ
る
「
や
」
の
意
味
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

・「
や
」
は
、「
臨
場
的
な
感
情
表
出
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。

　

こ
の
「
や
」
の
意
味
が
は
っ
き
り
と
表
れ
る
の
は
、
文
タ
イ
プ
が
感
嘆

の
例
と
行
為
要
求
の
例
と
で
あ
る
。
感
嘆
の
例
は
、
感
動
喚
体
句
や
形
容

語
語
幹
に
よ
る
感
動
文
な
ど
、
発
話
場
に
密
着
し
た
情
意
や
評
価
を
表
す

も
の
で
あ
る
。こ
れ
は
、話
し
手
の
臨
場
的
な
感
情
表
出
の
典
型
で
あ
る
。

ま
た
、
行
為
要
求
の
例
に
見
ら
れ
た
緊
急
性
も
、「
臨
場
的
な
感
情
表
出
」

を
し
な
が
ら
要
求
す
る
場
面
が
、
今
す
ぐ
話
し
手
の
思
惑
通
り
に
な
っ
て

ほ
し
い
場
面
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
臨
場
的
な
感
情
表
出
に

は
疑
問
を
挟
み
込
む
余
地
が
な
い
。
文
タ
イ
プ
の
特
徴
と
の
関
係
は
、
以

上
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。

　

前
接
語
の
面
で
は
、
呼
び
か
け
を
表
す
名
詞
や
、
感
動
詞
・
副
詞
の
例

が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
発
話
場
に
密
着
し
た
表
現
で
あ
る
か

ら
、
臨
場
的
な
感
情
表
出
を
行
な
う
「
や
」
と
相
性
が
良
い
。
も
ち
ろ
ん
、

呼
び
か
け
の
例
に
お
い
て
も
、「
や
」
が
呼
び
か
け
を
表
す
の
で
は
な
い
。

名
詞
を
単
独
で
投
げ
出
す
こ
と
で
呼
び
か
け
と
な
り
、「
や
」
は
単
に
感

情
表
出
を
担
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の
ほ
か
、
形
容
詞
の
終
止
形
や
動
詞
の
終
止
形
な
ど
で
話
し
手
の
評

価
を
表
す
例
、
眼
前
事
態
に
言
及
す
る
例
も
、
臨
場
的
な
感
情
表
出
と
は

矛
盾
し
な
い
。
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
に
後
接
し
た
例
も
あ
っ
た
が
、
こ

れ
も
、
話
し
手
の
評
価
が
入
り
込
む
例
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
事
態
が
発
生

し
た
時
に
ど
う
思
っ
て
い
た
か
で
は
な
く
、
発
話
時
に
ど
う
思
う
か
を
述

べ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
「
や
」
が
つ
き
う
る
の
だ
と
説
明
で
き
る
。
さ
ら

に
、
違
例
に
見
え
る
「
ぞ
─
や
」
の
例
も
、「
ぞ
」
に
よ
る
係
り
結
び
の

句
が
話
し
手
に
と
っ
て
疑
い
よ
う
の
な
い
事
柄
を
表
す
な
ら
、
臨
場
的
な

感
情
表
出
と
相
性
は
悪
く
な
い
。

　

場
面
的
指
標
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
臨
場
的
な
感
情
表
出
が
行
わ

れ
る
場
合
、
聞
き
手
の
発
話
や
行
動
へ
の
応
答
や
反
応
で
あ
る
こ
と
が
十

分
に
あ
り
う
る
。
そ
の
た
め
、
結
果
と
し
て
聞
き
手
の
い
る
場
合
が
多
く

な
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
詠
嘆
の
終
助
詞
「
か
な
」
で
も
確
認

さ
れ
て
い
る
（
富
岡
宏
太
（
二
〇
一
五
））。「
や
」
の
方
が
「
か
な
」
よ

り
も
対
人
性
が
強
い
の
は
、
臨
場
的
な
感
情
表
出
と
い
う
意
味
か
ら
、
聞

き
手
の
発
言
や
行
動
に
対
す
る
反
発
を
表
す
場
合
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
や
」
そ
の
も
の
の
対
人
性
が
極
め
て

強
い
、と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、聞
き
手
は
必
須
の
存
在
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、非
対
人
場
面
の
例
も
見
ら
れ
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。さ
ら
に
、

対
人
場
面
に
お
い
て
、
上
位
者
か
ら
下
位
者
の
例
や
同
位
者
ど
う
し
の
例

が
多
い
の
は
、
こ
う
し
た
発
話
態
度
を
と
り
や
す
い
の
が
、
配
慮
の
要
ら

な
い
関
係
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
必
要
が
あ
れ
ば
下
位
者
か
ら
上

位
者
へ
の
使
用
も
あ
り
え
な
く
は
な
い
か
ら
、
こ
う
し
た
例
も
見
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ
の
使
用
例
に
は
、

諫
め
の
場
面
に
終
助
詞
「
や
」
が
使
用
さ
れ
た
例
や
、
古
く
か
ら
仕
え
る

（
い
わ
ば
、
比
較
的
発
言
力
の
あ
る
）
女
房
が
主
人
に
向
か
っ
て
「
や
」

を
使
う
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
や
」
の
意
味
を
「
話
し
手
の

臨
場
的
な
感
情
表
出
」
と
考
え
る
と
、
様
々
な
例
に
つ
い
て
、
説
明
が
可

能
に
な
る
の
で
あ
る
。

六　

本
論
文
の
結
論

　

本
論
文
で
は
、
次
の
諸
点
を
述
べ
た
。

・ 

散
文
で
は
、
文
中
の
間
投
助
詞
「
や
」
の
例
は
僅
少
で
、
他
の
助
詞

か
ら
の
類
推
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
文
末
の
「
や
」
を
、
間
投
助
詞
の
文
末
用
法
と
考
え
る
の

で
は
な
く
、
終
助
詞
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

・ 
統
語
的
指
標
か
ら
見
る
と
、「
や
」
の
前
接
句
は
、
話
し
手
に
と
っ

て
疑
い
よ
う
の
な
い
事
柄
に
言
及
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
ま
た
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
例
が
、
話
し
手
の
情
意
や
評
価
を
表
す
場
合
、
話
し
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手
の
現
在
・
眼
前
の
事
柄
に
言
及
す
る
場
合
の
い
ず
れ
か
、
も
し
く

は
両
方
に
該
当
す
る
。

・ 

使
用
場
面
を
見
る
と
、
対
人
場
面
の
例
が
多
い
が
、
非
対
人
場
面
の

例
も
一
定
数
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
対
人
場
面
の
例
に
限
る
と
、
上
位

者
か
ら
下
位
者
、
同
位
者
ど
う
し
な
ど
、
配
慮
の
要
ら
な
い
関
係
性

の
場
合
に
使
用
さ
れ
や
す
い
が
、
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ
の
使
用
例

も
一
定
数
見
ら
れ
る
。

・ 

以
上
を
基
に
考
え
る
と
、「
や
」
は
、「
話
し
手
の
臨
場
的
な
感
情
表

出
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
終
助
詞
「
や
」
は
、
感
動
喚
体
句
の
場
合
を
除
き
、
文
相
当
句
に

後
接
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
や
」
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
文
の
構
成

に
は
影
響
し
な
い（
３
）。

そ
の
点
で
終
助
詞
「
か
し
」
や
「
な
」
と
共
通
す
る
。

こ
う
し
た
、
他
の
終
助
詞
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す

る
。

注（１
） 

不
定
副
詞
「
な
ぞ
＋
や
」
の
例
で
述
部
が
省
略
さ
れ
た
例
の
中
に
は
、
諸
注
釈
で

終
助
詞
「
や
」
と
解
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。

・ 

も
の
心
細
く
、《
な
ぞ
や
、
世
に
経
れ
ば
う
さ
こ
そ
ま
さ
れ
》
と
思
し
立
つ

に
は
、
…
〈
源
氏
物
語
・
賢
木
・
②
一
一
三
頁
〉

 

こ
の
例
に
つ
い
て
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
同
頁
の
訳
は
「
ど
う
し
た
こ
と
な

の
か
」、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
一
』（
岩
波
書
店
）
三
六
三
頁
脚
注

三
一
で
は
、「
ど
う
し
た
こ
と
か
」
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
、
単
に
「
ど

う
し
た
こ
と
か
」
と
訳
す
と
、
直
後
の
、「
俗
世
間
に
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
か

ら
辛
さ
が
増
す
の
だ
」
と
い
う
点
と
の
つ
な
が
り
が
悪
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
例
に
は
、
次
の
よ
う
な
類
例
が
あ
る
。

・「
…
…
。
な
ぞ
や
。
尼
に
や
な
り
な
ま
し
」〈
落
窪
物
語
・
巻
三
・
二
五
〇
頁
〉

 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
同
頁
頭
注
一
三
で
は
、
こ
の
「
な
ぞ
や
」
に
つ
い
て
、

「
こ
の
ま
ま
で
い
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
の
意
が
省
略
」
と
説
明
し
て
い
る
。
当
該
例

も
、
こ
の
例
と
同
じ
く
「
ど
う
し
て
こ
の
ま
ま
で
い
ら
れ
よ
う
か
（
＝
出
家
し
よ

う
）」
の
よ
う
な
意
で
、
文
中
用
法
の
述
部
省
略
例
と
考
え
る
。

（
２
） 

次
の
例
は
、こ
れ
ま
で
の
説
明
が
適
応
で
き
な
い
が
、本
文
に
不
審
な
点
が
あ
る
。

・ 「
か
ら
う
じ
て
参
り
た
り
し
か
ど
、
御
門
さ
し
て
さ
ら
に
あ
け
ざ
り
し
か
ば
、

わ
び
し
く
て
な
む
帰
り
ま
う
で
来
に
し
や
。
…
…
」〈
落
窪
物
語
・
巻
一
・

一
二
八
頁
〉

 

話
し
手
に
よ
る
評
価
を
表
し
た
例
で
も
眼
前
事
態
を
表
し
た
例
で
も
な
い
点
で
、

他
の
例
と
異
質
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前
者
は
文
中
に
係
助
詞
「
な
む
」
が
現
れ
た

「
な
む
─
や
」
の
例
で
、
他
に
は
、
こ
の
文
型
は
見
ら
れ
な
い
。
落
窪
物
語
に
し

か
用
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
併
せ
る
と
、
存
疑
例
で
あ
る
。

（
３
） 

喚
体
句
の
場
合
は
、「
や
」を
除
い
た「
形
容
語
語
幹
＋
の
＋
体
言
」の
例
が
な
い
。

ま
た
、
使
用
場
面
の
観
点
で
も
、「
や
」
に
よ
る
喚
体
句
は
非
対
人
場
面
の
例
の

方
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
富
岡
宏
太
（
二
〇
一
四
b
））。
と
す

る
と
、
体
言
と
用
言
の
ど
ち
ら
に
後
接
す
る
の
か
で
区
別
し
た
方
が
良
い
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
が
、「
や
」の
意
味
に
関
す
る
本
論
文
の
結
論
に
は
影
響
し
な
い
の
で
、

今
後
の
課
題
と
し
て
お
く
。

・
使
用
テ
キ
ス
ト

・ 
竹
取
物
語
、
伊
勢
物
語
、
土
左
日
記
、
大
和
物
語
、
平
中
物
語
、
落
窪
物
語
、
枕
草
子
、
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源
氏
物
語
、
和
泉
式
部
日
記
、
紫
式
部
日
記
、
堤
中
納
言
物
語
、
古
今
和
歌
集
→
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）

・ 

池
田
亀
鑑
（
一
九
五
三
～
一
九
五
六
）『
源
氏
物
語
大
成
』（
中
央
公
論
社
）→
異
同
の

確
認
に
使
用
。

・ 

国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
二
〇
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』（
バ
ー
ジ
ョ
ン2020.3

、

中
納
言
バ
ー
ジ
ョ
ン2.5.2

）https://chunagon.ninjal.ac.jp/

（
二
〇
二
〇
年
九
月

一
一
日
確
認
）
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